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F 1　　　乱%・裁経ミシンによる睡製作竟について一電動ミシンIt ぷるI線経い一

　　　　京瀞教青犬　〇増a久子

　　　　券国々子犬　　璃氷歌

　目的　家貧科教育の之代ｲい学習指壽の能車化と・ぽヵ，うTこめにっト学枝の家庭科で｡は

竃動ミシンを教臭とT ることが望ましし｀ので＼tnいかときえ, その逢否・検討-f や目的鴛

前回は電動ミシンと足ぶみミシン玄使用レマ，児t に糸をヵヽけないX-直線経いを行わせ，

々・袈態と作on の観点力ヽら比較検討した。その純果。変動ぷシンを教具と■^ ろ:: t a, 児

雀の,?シン債用能力の観点から直切でS> ることがわか，Tで. 今回は- れ・ふ幸之乙電如

ミシンによう学習楯導上・開題点-i探索し, *践教斉の場に役lLてうため≒・t.に糸を

つけマ作貪訓万わｾﾆ, 前回t 同一観気ヵヽり廠淋し，性別・経教の膚極割にtt較検討I ft。

　方浪　誦査対象は京瀞敷脊火学附ゑ小学枝のダ年生男そ総数//ざ名, 細査時期!･*H召和紅

茸9月，作業It, 自色抑ラコリりダS。｡バZつ折') I'レ，2S大のH線ｔ､丿本引いTこ占の■£

用い，ヽミシン針は//番レ糸は黒木綿ごシン糸夕番，針i If 八。として, ･鼠董に直繰経い１

行わ-etc。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･

　託果　作業状態につい-? 11,コントローラのふみ方でヽは, 延い始め・経い終りに棚整T･

きろ洵nそh ぞれ邱兄以下であう。布の押え方Z' 痢普金の押え方tレr- % が約心% z哺

う。ｲ乍晶Itつい1は，睡い線の縦・楕ときにゑ晩のnい潅は約夕乙縦のみ之曜I 7-% n

約z竹, 梅のみ盈昿しm

幅ばSinn以下の潅が勿く約綬刄でゐ??. 針目n,標萍針目より-t> 細力ヽい秀が約皿2 -z･■寄

の押乞才i:｡関係が?りうど馬われ気Ti 和. ほi:んどり頂i につい-I男々芳I*認めら坦nぶわヽ

7 T'。

F 2 小･ヤぎ衣寂鹿科の
　　　　一吸%姓 -

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛知敢々叉　'9下部{呼

　曰町小学放家,庭糾および甲ぎし碇暁鋳嘔庭科の被噂域で･は, 被服蟹作ぞ派re < の吏-≪

が申lいこ孤われてあリ，被服μ耕に明すゐぎ習がす'晋釈慮? ･Kてv> ないよiであゐ・敢封

書和ごは，f.にば.-9i哩柊，吸水性，保優性，埴気柊ね｀どこり月語心夕く便用かnマヽヽλI'

も,p^iヽわらず，単なゐ右束の説明に跨りがちな面をもぢ，どのようにレマこ託りの性質と

i兌重-i誂にめ^｀)'Cずべ説刈レマ実解の衣攻活r.役立rzせゐべ？り剱す■>=･ダ夢if あゐ．
　本研恥言被賑が僻の錫祚能･こ関すゐ貧験？観案をjレて碍れ知儀がヽら辰攻落を乃t?^

ろRむらか中営波ぎで嫡単でレiT｀も再現帷の函ゐ総貧的な実験方茲を建立レよnとすゐ

い)であゐ．cエ) では哺濯桧i:吸水怖にっいマ検貧する・

　方法t結果．“o^挿花いJ伺が-E理解aぞゐμ.めら　つさの釦こ喊理但のあゐ布に

とλば綿希) , 他方ｸ考わ吸瀋性のかヽ布(たとえばﾇ?リIステル即)でぞみ．珍朔のビ｀ニ

ール痰% り｀ぶ≪.輪ゴムで寸首のところ色止め約ぢ冷関農fすろ．ビ= - )レ痕の周㈲こ発ﾉi

すゐ水滴により挙内糾の不感蚕児を知ら^，被服功呼が吸理rゐ現象き体験rせろ．フぎ･＝，

ど刎委湊の吸寥性があゐ炉き卯ゐ政めら絢科(約3～^3; ? 荒天珊(覇A^ヽ･幻で測

'), /刀悴Rli <r)デンケータt抑こ套時閣絞置桟両びその寥^ を測っt 吸度量を調べ'ゐ．
　吸水性が吸湿性と冥なゐ建叡であゐごとを知らゼlゐには用ﾚヽゐ試獅ががづントとなゐ．

r:とえ･戈綿布で'吸水･陳･?)面ゐ布とな^ヽφ，がりエステ･レやで吸^《性の為ゐ希とない乖t'吸

喋雌おfび吸水性を冽足すろことにより両右のぢ柘い乞方^? itゐ・吸永栓の実験方μと

レてぼ, 角燈穆があノ視奪りしやすヽヽ吸,ヽヱヴ噛μよいようであゐ，


